
平成19年 11月 2日
兼 松 株 式 会 社

平成２０年３月期中間決算ハイライト（連結）

（単位：億円）

資産・負債及び
純資産の状況

前期末 当中間期末 平成19年3月末比

(平成19年3月末) (平成19年9月末) 増減 増減率(%)

　総資産 5,632 5,180 △ 452  △8.0%

　グロス有利子負債 2,707  2,425 △ 282  △10.4%

　ネット有利子負債 2,049 2,076 27 1.3%

　 株主資本 453 508 55 12.2%

　 評価・換算差額等 △ 123 △ 122 1  △1.1%

（単位：億円） 　 少数株主持分 158 165 7 4.4%

損益の状況
前中間期

(平成18年9月中間期)
当中間期

(平成19年9月中間期)
前年同期比 　純資産合計 488 551 63 13.0%

利益率 利益率 増減額 増減率(%) 　自己資本比率　（注1） 5.9% 7.5% 1.6% －

売上高 6,181 6,136 △ 45  △0.7% 　ネ DEット R　　（注2） 6.2倍 5.4倍 △0.8倍 －

売上総利益 485 7.8% 459 7.5% △ 26  △5.2%
（注1）自己資本比率＝（純資産－少数株主持分）／総資産　　（注2）ネットDER＝ネット有利子負債／（純資産－少数株主持分）

　販売費・一般管理費 364 75.1% 334 72.7% △ 30  △8.2%

営業利益 121 2.0% 125 2.1% 4 4.0%

　受取配当金 6 7 1

　利息収支 △ 32 △ 29 3

　持分法損益 1 9 8

　その他 △ 2 △ 3 △ 1

  営業外収支 △ 27 △ 16 11

経常利益 94 1.5% 110 1.8% 16 17.0%

　特別利益 54 23 △ 31  △56.2%

　特別損失 △ 27 △ 30 △ 3 12.6%

税引前当期純利益 121 2.0% 103 1.7% △ 18  △14.7%

　法人税等及び少数株主利益 58 48 △ 10  △18.0%

中間純利益 63 1.0% 55 0.9% △ 7  △11.7%
＊　売上総利益に る対す 販管費率　　

（単位：億円）

部門別セグメント情報

売上高 営業利益

前中間期 当中間期 前年同期比 前中間期 当中間期 前年同期比

H18/9期 H19/9期 増減 H18/9期 H19/9期 増減

　　Ｉ　　　　Ｔ 1,678 1,824 146 42 47 5

　食品・食糧 1,333 1,387 54 14 21 7

鉄　　鋼 676 726 50 27 32 5 （単位：億円）

プラント 501 536 35 9 11 2 平成２０年３月期見通し
平成19年3月期

実　　績

平成20年3月期
見通し

（期初公表ﾍﾞｰｽ）

平成20年3月期
見通し

（10月1日修正）
前期比

　鉄鋼・プラント 1,177 1,262 85 36 43 7

エネルギー 1,382 1,328 △ 54 19 6 △ 13 　売上高 12,813 13,000 13,000 187

ライフサイエンス 157 151 △ 6 2 2 0 　営業利益 217 235 235 18

　ライフサイエンス・エネルギー 1,539 1,479 △ 60 21 8 △ 13 　経常利益 173 190 190 17

　そ　の　他 455 185 △ 270 7 3 △ 4 　当期純利益 75 80 160 85

　消去又は全社 △ 1 △ 1 0 1 3 2

　合　　　計 6,181 6,136 △ 45 121 125 4

 

　　　　　         ・営業利益は125億円と、前年同期比4.0%の増益。
　　　     　　・経常利益は110億円となり、前年同期比17.0%の増益。
　　　     　　・中間純利益は期初見通しの40億円を大きく上回る55億円で着地。

　

売上高
兼松繊維の持分法適用会社移行による減収の一方、ＩＴ、食品・
食糧、鉄鋼・プラントなどでの増収により、全体として微減。

売上総利益
兼松繊維の持分法適用会社への移行により減益。

営業利益
エネルギー部門の原油価格高止まりの影響等による減益の一
方、ＩＴ部門の半導体製造装置・モバイル関連事業、鉄鋼部門の
特殊鋼事業、プラント部門の輸送機事業、および食品・食糧部門
の飼料事業が好調であり増益。

経常利益
営業利益の増益に加え、グロス有利子負債の減少に伴う金融収
支の改善や、持分法損益の改善により増益。

特別損益
昨年の固定資産売却益（大阪ビル40億円）による特別利益分が
減少。

中間純利益
経常利益は大幅な増益となったが、特別利益が大きく減少した
ため前年同期比減益。

当中間期実績の概要

Ｉ　Ｔ
半導体製造装置関連、システムソリューション事業、モバイル関
連事業が好調で増収増益。

食品・食糧
飼料取引が好調。ポークが好調なことや米国産ビーフの輸入再
開もあり畜産事業が回復し、増収増益。

鉄鋼・プラント
鉄鋼は、米国での石油・天然ガス採掘用パイプ取引などの特殊鋼
取引が好調で増収増益。プラントは、工作機械事業の堅調に加え
輸送機が好調で、増収増益。

ライフサイエンス・エネルギー
子会社におけるエネルギー事業の縮小および原油価格高止まり
による取扱量の減少などにより、減収減益。

その他
前年同期に兼松繊維を含む。

各部門の概要

概　　要

総資産
兼松繊維の持分法適用会社への移行や、航空
機リース資産の売却により減少。

有利子負債
グロス有利子負債は282億円削減。
ネット有利子負債は、譲渡性預金の表示変更に
伴い27億円増加。（従来ベースでは53億円減
少。）

株主資本
中間純利益により増加。
その結果、自己資本比率は7.5%、ネットＤＥＲは
5.4倍に改善。

＊ ＊

＊上記の見通しは、発表日現在における入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係わる仮定を前提としております。
　 従いまして、実際の業績につきましては、今後の様々な状況変化により、記載の見通しとは大きく異なる可能性がありますことにご留意ください。

○当中間期の経常利益は、過去１０年の最高益を更新。

ネット有利子負債、ネットＤＥＲ
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経常利益推移

5

△ 52

44
51 54

45
57 59

94
110

△ 80

△ 40

0

40

80

120

H10/9 H11/9 H12/9 H13/9 H14/9 H15/9 H16/9 H17/9 H18/9 H19/9

億円

売上高推移

4,000
4,324

6,181 6,136

4,677

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H15/9 H16/9 H17/9 H18/9 H19/9

億円


	
	ﾊｲﾗｲﾄ




